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【４．授業は考える時間】
当たり前と言えば当たり前なので

すが、あえてここに書いたのは、例

えば算数での速度を求める問題で、

その問題の解を求めることができる

こと、が授業のすべてではないとい

うことです。もちろん、そうあるこ

とを目指して教師も子どもたちもが

んばるのですが、もっと広く授業を

とらえれば「考え方」「考えよ
うとする意欲」「考える力」
など、子どもたちのこれからの人生

に生かすことができる、今後の社会

を＜生き抜く力＞を育てること
も大いに大切にしていきたいという

ことです。その問題を解決するとい

う営みを通して、前述したことを大切にしていきたいということです。し

たがって、少し極端なことを言えば、「真剣に考えた」結果、その課題が解

決できなくてもそこには意味ある「学び」が存在したととらえることもで

きるということです。それを積みあげていくことにより、その課題、より

発展した課題、また課題発見力などの様々な力をつけていくことができる

と考えています。「教科書を学ぶ」と「教科書で学ぶ」というよ
うな感じでしょうか。授業では結果だけでなく、それに向き合う姿勢、「考

える」ことを大切にしていきたいと思っています。

【５．振り返りを大事に】書くスペースがなくなってきたので、
また機会あるときに述べたいと思いますが、1 時間 1 時間の授業をつなぎ、
家庭での「うちがく」にもつなげていく「振り返り」は大切と考えます！


